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ハンドブック活用にあたって
よくある疑問
「男子生徒が女子として学校に来たいと言ってきたらどうしよう…」
スカートを履きたい男子生徒もいるかもしれません。しかし、見た目でわからない生徒もいること、自分から相談できず一人で思い悩んでいる生徒がいることを前提に学ぶことが大切です。５～７％の当事者だけでなく、すべての子ども達へ向けて、前向きなメッセージを発信していきましょう。
こんな雰囲気づくりをめざしましょう
「同性が好きでいいやん、異性が好きでいいやん、好きにならんでもいいやん、好きな服装でイキイキしてる方がいいやん」
「自分のことを大切にしたい」「相手のことも大切にしよう」と思える気持ちが自尊心や他人を思いやる心を育むことにつながります。
まずは職員室から見直してみましょう。職員室から発信することで、先生もクラスの子ども達も過ごしやすくなるはずです。
注意すること
一度決めたルールも、発育に従って状況が変わることもあります。せっかく決めたルールが結果的に不便なルールになってしまっていないか、子どもの目線で定期的に見直してみましょう。
セクシュアリティはゆらぐものです。無理にセクシュアリティを固定させようとせず、その生徒がどの状態がもっとも居心地がいいのか、時間をかけて見守っていくことが大切です。
先生にはカミングアウトしても、友達や親に言いたくないこともあります。保護者の意向をくみ取りつつ、どこまで話していいかは必ず本人に確認してください。
コミュニティスペースへ行ってみよう！
淀川区LGBT支援事業では、性的指向や性自認に関わりなく安心して集まれる居場所づくりとしてコミュニティスペースを運営しています。だれが参加してもOKです。先生の参加もお待ちしています！
LGBT電話相談にかけてみよう！
淀川区LGBT支援事業では、電話相談事業を行っています。もちろん先生からの相談もOKです。
平成27年度現在の電話相談事業
電話相談周知カード（おもて）
毎週月曜日、水曜日（第5週目はのぞく）17:00-22:00

電話番号　0570-009-918
電話相談周知カード（うら）
とにかく一人でさびしい…

学校の制服を着たくない！
子どもからカミングアウトされた…

友達や家族には相談しにくい…

隠して生きていくのがしんどい
クラスの生徒が性同一性障害かも…

性に関わる病気について相談したい
同性パートナーからきつく当たられる…

淀川区LGBT支援事業
ツイッター　@niji.yodogawa
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